
 第Ⅰ部 第６章 ヨーロッパ世界の形成と発展 

  ３ 西ヨーロッパ中世世界の変容（４）教皇権の衰退            教教教教 pppp111144449999((((ＬＬＬＬ14141414))))～ｐ～ｐ～ｐ～ｐ111150505050（（（（L1L1L1L11111）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教皇権の衰退・・・14世紀初～ 

教皇【①                 】 ○英王・仏王・神聖ローマ皇帝を次々に破門   

○第 4 回十字軍遠征を提唱 〔13C 初〕 教皇権の絶頂期！ 

【②        】事件 

○教皇【③              】が，教会への課税をめぐって 

フランス王【④            】と争い捕えられる！ 

 〔1309～1377〕 

○仏王フィリップ４世が教皇庁を南フランスの【⑥         】に移す！ 

○７０年にわたって教皇が仏王の監視下に置かれる！ 

(大シスマ) 〔1378～1417〕 

○教皇がローマに戻ると，アヴィニョンにも別の教皇が選出される！ 

○複数の教皇が対立！→教皇の権威が失墜。。。 

各地で教会革新運動がおこる！ 

 〔英 1320～84〕 ○教会による富の追求を批判 

○聖書の英訳 

 〔ベーメン 1370～1415〕 ○ウィクリフに共鳴して教会の腐敗を批判 

○コンスタンツ公会議で異端とされ火刑となる！ 

【⑫     】戦争 〔ベーメン 1419～36〕  ○フス火刑に反発したフス一派による反乱 

【⑩           】公会議 〔1414～1418〕 

○ローマの教皇を正統と認める（アヴィニョンの教皇＝異端，教会大分裂の終結） 

○ウィクリフ・フスを異端とし，【⑪     】を火刑とする！ 
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〔1303〕 

ヨーロッパ 中国 
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